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公益財団法⼈⽇本デザイン振興会

「2023年度グッドデザイン・ニューホープ賞」優秀賞、⼊選作品が決定
〜最優秀賞は、11⽉18⽇に発表〜

公益財団法⼈⽇本デザイン振興会（会⻑：内藤廣、所在地：
東京都港区）が主催する「グッドデザイン・ニューホープ
賞」（GOOD DESIGN NEW HOPE AWARD）は、クリエイ
ターを⽬指す各種専修専⾨学校・⼤学・⼤学院の学⽣や、卒
業・修了後間もない若⼿クリエイターを対象としたデザイン
賞です。作品・プロジェクト・研究を審査・顕彰することに
より、新たなクリエイティブ⼈材の発掘とキャリア蓄積を⽀
援し、デザインを通じた新たな産業および⽂化の発展に寄与
することを⽬的とし、2022年に開始した事業です。

応募カテゴリー 作品タイトル 御名前

1 物のデザイン MOVEAR 川瀬 寛⼈

2 物のデザイン interactive liquid 新井 律

3 場のデザイン 機械と⼈の⼤樹 -アキバ的精神のアイロニー- ⼩村 ⿓平

4 場のデザイン ⾸都⾼を編み直す
〜都市・⽔・記憶のノードをうむ近代インフラの発展的継承〜 佐倉 園実

5 情報のデザイン Loglee -塗り薬情報記録デバイス- 兵藤 遥
中橋 侑⾥

6 情報のデザイン 死んだ⺟の⽇展
中澤 希公
前⽥ 陽汰

佐々⽊ 雅⽃
7 仕組みのデザイン 代替を超えるバイオ素材−⽣えるおもちゃMYMORI 項 雅⽂

8 仕組みのデザイン まちに擬態したいAI
坂倉 康太
加藤 優

⽻⽥ 知樹

＜「2023年度グッドデザイン・ニューホープ賞」優秀賞8作品 ＞

第2回を迎える本アワードは、⽇本全国から415件の応募が寄せられ、11名の審査委員による審査を
経て、78件が受賞しました。この中から、8件が最終プレゼンテーション審査へ進みます。
11⽉18⽇（⼟）の最終審査会で、ファイナリストのプレゼンテーション審査を⾏い、最優秀賞が決
定します。今後の活動として、最優秀賞を含む78件の受賞者にはワークショップや企業⾒学などの
多様なプログラムへの参加機会を通じ、キャリア⽀援と継続的なサポートを提供します。

応募カテゴリー ：1. 物のデザイン（製品など）、2. 場のデザイン（建築、施設、環境など）、3. 情報のデザイン
（コンテンツ、プログラム、メディアなど）、4. 仕組みのデザイン（サービス、システム、取り組みなど）

賞の種類と副賞 ：最優秀賞（1点） 表彰状・記念品・賞⾦30万円、優秀賞（7点） 表彰状・記念品・賞⾦各5万円、
⼊選（点数制限なし）  表彰状

応募期間 ：2023年3⽉17⽇〜7⽉18⽇
今後のスケジュール：最終審査会（公開プレゼンテーション審査）11⽉18⽇ (⼟） 14:00〜17:00（予定）

※リアルタイムでのオンライン配信を予定。https://youtube.com/live/MtnPpBqDY7A?feature=share

※作品の詳細は次ページ以降をご覧ください。
■「2023年度グッドデザイン・ニューホープ賞」概要



1：MOVEAR

川瀬 寛⼈
⽇本⼤学 芸術学部デザイン学科 既卒

■応募概要
ペットの⾞椅⼦は、主に⾝体的
な⽋陥を補う⽬的で⽤いられる
プロダクトである。今まで当た
り前に⾏えていた⾏為ができな
くなることは、それだけで多く
のストレスを感じてしまう。こ
の提案は、３Dプリンターを活
⽤することで、⾞椅⼦⽣活で感
じる無意識下のストレスを軽減
し普段着のように着⽤すること
で、⾞椅⼦にポジティブな印象
を与える。

■優秀賞選出、評価理由
ペットが⽇常の⽣活で⾃由に動けなくなる
状況は、飼い主にとって⼼情的にもつらい
ことだが、同時にそれを受け⼊れて負担を
減らしてあげることも考えなければならな
い。本提案はこの難しい局⾯を、飼い主家
族である⾃らが、デザイナーとしての創意
⼯夫でペットの⽣活の品質に向き合い合理
的な解決策を提供している。⾃分の気持ち
や願いを⾔葉で伝えることができない対象
に、感情移⼊しながら試⾏錯誤することで、
彼らの反応を理解し、より良い状況を築い
ていくプロセスに感銘を受けた。

2：interactive liquid

新井 律
千葉⼤学⼤学院 融合理⼯学府創成⼯学専攻デザインコース M1

■応募概要
まるで⽣命体のように⿎動し、
意思を持ったかのように動き回
る⿊い液体。指を近づけると逃
げるように動き「⾃律性」や
「対話性」を感じさせる。効率
や合理性を重視し設計されるこ
とが⼀般的であるユーザーイン
タフェースを、より情緒的で⾯
⽩く、楽しい「PLAY」なもの
にする⽅法を模索し、磁性流体
を⽤いて制作したインタフェー
スモデル。

■優秀賞選出、評価理由
インタフェースをただの道具や⼿段だけで
なく、使ってみたい、触れてみたいと思わ
せる不思議な魅⼒にあふれたデザインであ
る。「USEをPLAYに」というテーマが⾮
常にわかりやすく表現されており、すっと
ふに落ちる。今回の提案は実験的であるが、
今後どのように実装されるかが楽しみにな
るデザインである。

3：機械と⼈の⼤樹 -アキバ的精神のアイロニー-

⼩村 ⿓平
東京理科⼤学⼤学院 ⼯学研究科建築学専攻 M2

■応募概要
⼈の暮らしはさまざまな機械に
⽀えられているが、その存在は
⾒えない。インフラ施設を
〈幹〉とし、⼈のためのスラブ
を〈葉〉としたとき、雑多性が
〈実〉る「⼤樹」が都市に実現
する。失われつつある秋葉原の
魅⼒と現代都市の課題を顕在化
させたこの建築は、機械と⼈の
関係性を再考し、お互いの⽣命
を蘇らせる象徴としてこの地に
そびえ⽴つ。

■優秀賞選出、評価理由
インフラは、⼈々の⽣活を⽀える重要な社
会資本として整備されてきたが、その多く
は、私たちの⽣活の中で意識化されること
はない。そのインフラを都市の中であえて
可視化し、それらをつなぐために重厚⻑⼤
な床をつくり、⼈々の⽣活が⾃由に展開で
きる場を秋葉原に提案している。そのイン
フラが床のここかしこに副次的に⽣み出す
環境との応答関係の中で、偶発的に⽣起す
る多彩な活動こそ秋葉原的なものであると
する都市のイメージは、実に鋭い。また美
しいドローイングが描く未来は、どこか懐
かしさも漂い、魅⼒的だ。昨今の均質な再
開発に対する異議申し⽴てとしても、⼒強
い。

「2023年度グッドデザイン・ニューホープ賞」優秀賞8作品
全ての受賞対象は、「グッドデザイン・ニューホープ賞」の公式サイトからご覧いただけます。
https://newhope.g-mark.org/

https://newhope.g-mark.org/


4：⾸都⾼を編み直す〜都市・⽔・記憶のノードをうむ近代インフラの発展的継承〜

佐倉 園実
芝浦⼯業⼤学⼤学院 理⼯学研究科建築学専攻 M1

■応募概要
⾸都⾼の都市における⽔脈との
関連性に着⽬して、解体予定の
⾸都⾼の部材を周辺の都市開発
に対応しながら、都市の新たな
⽔上拠点として再構築すること
を提案した。都市開発の中で⾒
落とされてきた、⼈と都市の記
憶、都市の⽔辺の関係を⾸都⾼
がつなぎ、⾸都⾼が「都市・
⽔・記憶のノードをうむ近代イ
ンフラ」として再解釈できるこ
とを⽰す。

■優秀賞選出、評価理由
これまでの再開発は敷地内外の関係性を切
断し、既にある⾵景を⽩紙に戻し⼀から建
設することで経済的発展を遂げてきた。本
提案はクリアランスでもなければ単純な保
存とも異なる。⾸都⾼を残す決定をした上
で、マテリアルの転⽤によりこれからの都
市⾵景を魅⼒的に提⽰している点を評価し
たい。また、⾸都⾼の特徴でもある横断的
なスケールを利⽤し、これまでの都市計画
において分断されてきた都市、交通、建物
など異なる領域を関係づけようとする姿勢
もすばらしい。

5：Loglee -塗り薬情報記録デバイス-

兵藤 遥
法政⼤学⼤学院 デザイン⼯学研究科システムデザイン専攻 M2
中橋 侑⾥
東京⼤学⼤学院 情報学環・学際情報学府 M2

■応募概要
薬の容器を置くだけで、その薬
の種類と塗った時間・量をセン
シングしてWeb上に記録するデ
バイス。ターゲットである⽪膚
疾患のある⼦どもは、親⼦で
作ったオブジェクト(花の部分)
がログ完了時に揺れることで、
薬を塗る⾏為を楽しむことがで
きる。また、医師はそのログか
ら患者の⾃宅での治療状況を正
確に把握できる。

■優秀賞選出、評価理由
ユーザーとの対話と観察を通してリアルな
課題をあぶり出し、プロトタイピングと検
証を繰り返し課題と向き合うことをやり
切った素晴らしい取り組み。その結果⽣ま
れた、楽しみながら⼿間いらずに課題を解
決するほほ笑ましいデザインも素敵だ。セ
ンシングの精度を含むプロダクトの完成度
を⾼めれば、社会実装も間近のはず。どう
継続して使い続けてもらうか、どんな仕組
みがあれば経済的に成り⽴つかも考え、
ユーザーに届けてもらいたい。

6：死んだ⺟の⽇展

中澤 希公
慶應義塾⼤学 環境情報学部 U4
前⽥ 陽汰
慶應義塾⼤学 総合政策学部総合政策学科 U3
佐々⽊ 雅⽃
慶應義塾⼤学 環境情報学部 U2

■応募概要
死んだ⺟の⽇展は亡き⺟に想い
を届ける⺟の⽇の新しい過ごし
⽅である。特設サイトから天国
のお⺟さん宛に⼿紙をつづり、
匿名で展⽰する。⼾籍上の⺟に
限らず、⾃⾝が⺟と認める⽅宛
に⼿紙を書くことも可能。さま
ざまな背景を持つご遺族の⼿紙
を読み合う中で、当事者同⼠、
悲しみとの付き合い⽅を模索す
ることができる。

■優秀賞選出、評価理由
当事者ならではの企画である。⼤切な⼈の
死や悲しみとの向き合い⽅に対して、同じ
境遇を持つ⼈と思いを分かち合える場をつ
くり、そこに誰でもハードル低く参加でき
るように細部まで上⼿にデザインされてい
る。500⼈以上の遺族の⽅々へのインタ
ビューや、延べ1,500⼈の参加という実績も
評価したい。『死んだ⺟の⽇展』という企
画の名称や、リアルの場で⽩いカーネー
ションを道⾏く⼈に配布する企画など、賛
否はあるかもしれないが、思わず息をのむ、
気付きを与えるデザインも巧みである。



7：代替を超えるバイオ素材−⽣えるおもちゃMYMORI

項雅⽂
武蔵野美術⼤学 造形構想学部クリエイティブイノベーション学科 既卒

■応募概要
バイオ素材の現状を⾒直し、他
素材の代替品としない未来の在
り⽅について考えた。3歳から
10歳までの⼦ども向けに、家
で育てるキノコの菌⽷体を素材
にしたおもちゃキット
「Mymori」を制作した。キッ
トを利⽤する体験が能動的なも
のづくりにつながり、未来の⽣
活様式へのリードを⽬指す。

■優秀賞選出、評価理由
キノコの菌⽷体を素材にしたおもちゃを⾃
分でつくるキットは、遊ぶための素材づく
り⾃体が遊びとなっている。バイオ素材を
⾝近に感じながらその可能性を学ぶことが
できるという体験から得られる「意識の変
容」をゴールとした点を特に⾼く評価した
い。作者はバイオ素材の開発が既存素材の
代⽤ばかりとなっている現状を軽やかに批
判しており、新しい視点で思考ができるデ
ザイナーである。その反⾻的な視点と、未
来の⽣活様式をデザインしようとする⾰新
的なアウトプットに敬服する。

8：まちに擬態したいAI

坂倉 康太
千葉⼤学⼤学院 融合理⼯学府地球環境科学専攻都市環境システムコース M2
加藤 優
千葉⼤学⼤学院融合理⼯学府創成⼯学専攻イメージング科学コース M2
⽻⽥ 知樹
千葉⼤学⼤学院融合理⼯学府創成⼯学専攻建築学コース M2

■応募概要
⼈々が持つまちらしさを「よわ
いAI」を通じて可視化し、都市
とAIの関わりを模索した。「よ
わいAI」とは、会話の不⾃然さ
や外⾒の不完全さなどを通じ
て、AIが体験者の偏愛や特異な
要素を明⽰化する仕組みを指
す。⼀カ⽉かけて⼈々のまちら
しさを収集し、そのデータを基
に街の写真を⽣成、データの蓄
積・可視化をした実践型プロ
ジェクト。

■優秀賞選出、評価理由
効率や利便性を優先した都市開発により、
「まち」は均質化され、⼈は「まち」に愛
着を持たなくなり、⼈のつながりも希薄に
なっている。現代のまちが抱える共通の課
題に対して、あえて出来損ないの「よわい
AI」が街に擬態しようとする過程でさまざ
まな副産物を⽣み出してゆく。この「よわ
いAI」は地域を愛する⼈やつながりを求め
ていた⼈を顕在化し、解決の⽷⼝を創出す
ることに成功している。とにかくこの教科
書通りではたどり着けない独創的なデザイ
ンに多くの可能性を感じた。これが何であ
るかを解き明かしたい。これぞニューホー
プ！

⼀般からのお問い合わせ:公益財団法⼈⽇本デザイン振興会グッドデザイン・ニューホープ賞運営事務局 
Tel:03-6743-3777  E-mail: newhope_award@g-mark.org


